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1）児童を対象とした研究（Littleton, Mercer, Dawes, 
Wegerif, Rowe, & Sams, 2005）や、メキシコの10～12
歳児を対象とした研究でも確かめられている（Weger-






















































































































































































































































































































































































































































































































































とても楽しい 楽しい あまり楽しくない 楽しくない 無回答
10月 38 36 13 2 0
11月 45 34 8 1 1
質問②　みんなで話し合いをすることは
とてもむずかしい むずかしい あまりむずかしくない むずかしくない 無回答
10月 10 36 28 15 0
11月 13 38 25 12 1
質問③　みんなで話し合うときに発言を
よくする する あまりしない しない 無回答
10月 20 34 32 3 0
11月 25 40 22 1 1
質問④　みんなで話し合うときに友だちの発言を
よく聞く 聞く あまり聞かない 聞かない 無回答
10月 42 38 3 5 1
11月 57 27 4 0 1
質問⑤　みんなと協力して話し合えているか
よく協力する 協力する あまり協力しない 協力しない 無回答
10月 32 53 4 0 0
11月 35 51 2 0 1
質問⑥　みんなと話し合うといい考えが出てくると
とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答
10月 44 37 5 3 0























































































　イ 話すこと 20 47
　ウ 話すこと 10 42
　エ 聞くこと 1 22
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